






要約:1989-1990 年度の医学中央雑誌及び INDEX MEDICUS に見られた SIDS 関連文献 128 編

の文献的検索を行った。疫学においては SIDS が生後 3-4 ヵ月までに発生する群とそれ以後

に発生する群に分けられ、その家族的背景や病像が異なっており、真の SIDS は前者の群に

多く含まれていることが示唆されている。後者の群は家庭環境や母親に問題があり、感染

や事故の機会が多いこと、および隠れた疾患に気ずくことが遅れたことなどから、

heterogeneous な疾患群が多く含まれると考えられている。また、うつ伏せ寝と SIDS の関

連が一つのトピックとなっており、今後の動向に興味が持たれる。 

病因、病態においては脳幹機能と arousal deficitの問題が中心となってきたが、松果体

機能と circadian rhythm の問題から SIDS は哺乳動物の冬眠と類似した病態とする仮説に

関連した論文が散見される。SIDS のスクリーニングにおいては、従来までの単なる

polygraphic または pneumographic なアプローチにかわり、arousal response を調べる方

向に変わることが考えられる。home monitoring においては、SIDS のハイリスク群よりは

ALTE の症例がより適応となる。また、機器に関するメカニカルな面からの改善、および家

族への指導のシステムの改良の必要性が述べられている。 


